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日本女子大学 住居学科のニュースを

ご紹介します。

第54回東京都公園協会賞 

最優秀賞
第54回東京都公園協会賞 

最優秀賞

2018年度 日本建築学会関東支部

若手優秀研究報告賞
2018年度 日本建築学会関東支部

若手優秀研究報告賞
　この論文は日本建築学会関東支部 優秀研究報告集に掲載されました。

2018年度、卒業論文・修士論文が
様々な賞を受賞しました。
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2018 年度 卒業論文　居住環境デザイン専攻 薬袋研究室

重田 萌 さん

林雅子の住宅作品における空間特性および
設計思想の解釈について
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2018 年度 修士論文　片山研究室

吉永 沙織 さん

　東京都公園協会賞は、「緑と水」の普及啓発に貢献した個人や団体に対

して、技術部門、論文部門、実施記録および報告部門、そしてボランティ

ア活動部門の別れて贈られるものです。本年度は、これらの４部門合わせ

て 14の賞が贈られました。

　2018 年度に薬袋研究室を卒業した重田萌さんが論文部門に応募し、「郊

外戸建て住宅地の敷地・建物の変容と緑環境に関する研究 - 大泉風致地区

を事例として -」という卒業論文で、最優秀賞（これは全 14 の受賞の中

で 1点だけに贈られた栄誉あるものです。）を受賞しました。

　練馬区の大泉学園周辺での、住宅地開発の形態の違いと、緑視率の違い

に着目した研究です。町の中を歩き、一定のルールで沢山の写真を撮影し、

その写真の中に映り込む緑の量を計った研究です。研究室の仲間も協力し

て実現した調査ですが、何と言っても重田さんのとても丁寧で地道な作業

の積み重ねが、論文に力強さを与えています。   　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導教員　薬袋奈美子

　本研究は、住宅設計を中心に建築活動を行った林雅子の住宅作品を対

象とし、その空間特性および設計思想の新たな解釈について日本女子大

学の住居学教育との関連を通して明らかにすることを目的としている。

　作品では和の趣きを感じさせる造形や見立て、 屋外空間との巧みな調和

が共存し、所作に応じてシーンの変化に富む多様な無限定空間が確認で

きた。また、作風には師清家清の特徴を引き継いだ家族団欒を住居の核

とする設計思想が窺えた一方で、家の中央に配置されたダイニングキッ

チンによる家庭内での女性の地位向上を実現させた空間構成や、人間の

延長として住宅を捉えた住居学的思考がみられたことから、吉阪隆正の

指導をはじめとする日本女子大学の「住居学教育」も林に影響を与えた

と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉永 沙織
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薬袋研究室の学生が参加している福島県いわき市豊間区が
「第38回 緑の都市賞  緑のまちづくり部門」
都市緑化機構会長賞受賞！

住居学科
〒112 - 8681　東京都文京区目白台 2-8-1　TEL：03-5981-3452（住居学科中央研究室）
URL：http://mcm-www.jwu.ac.jp/~jyu-ishi/jyu/ui/course0104a.htm
住居学科ルポルタージュ：http://project-j.jwu.ac.jp/

居住環境デザイン専攻
建築デザイン専攻

バックナンバーをご希望の方はオープンキャンパスでお声掛けいただくか、
左記の住居学科中央研究室にお問合せください。HPでも公開しています。
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　私たちが 2016 年にどんぐり交流会として参加・協力

した、福島県いわき市豊間地区の復興まちづくり事業が

「第 38 回 緑の都市賞  緑のまちづくり部門」を「津波防

災緑地等の多重防御による復興まちづくり」として受賞

しました！　隣接する薄磯区、そして福島県いわき建設

事務所、いわき市、UR 宮城・福島司祭復興支援本部と

ともに受賞しました。

　いわき市豊間地区には、震災の翌年以降継続的に復興

のお手伝いや調査・研究の協力を薬袋研究室が行ってき

ました。その繋がりで、何度か住居学科学生有志が現地

を訪れ交流をしてきました。そして復興事業の一環とし

て建設される防潮堤の緑化として、地元の山にあるどん

ぐりを東京で育て、育った苗を防潮堤工事で生まれる新

たな緑地帯に植樹する会が行われました。2016 年 11 月

20 日に行われた植樹に私も参加し、東京と豊間の交流

会という形で、赤坂の商店会や埼玉の尾山台団地住民の

方とともに豊間復興商店街とよマルシェの見学・豊間区

の住民の方と交流したことが懐かしく思い出されます。

前年度の交流会で住民の方や東京の応援をしている人が

自宅にどんぐりを持ち帰り、育てていた苗を持ち寄り、植樹

が行われました。私たち学生が育てた苗も沢山、植え

ました。」

　「緑の都市賞」とは、緑の都市づくりに大きく貢献

した団体や個人からの応募作品を毎年表彰し、緑豊か

なまちづくりの普及と実現を目指して 1981 年に創設

されました。豊間地区のまちづくり事業は、故郷の記

憶を新たに作られるまちに残したい、という地域の

方々の想いを受け、公園や緑地づくりへの市民参加に

より、地域の樹木を新たなまちに継承し、絆づくりに

取組んでいる点等が評価されたそうです。地域の樹木

の DNA を繋ぐ緑を再生しようとして、地元の山のど

んぐりの実生から苗を育てたこともポイントだったよ

うです。

　この度、豊間の復興まちづくりが緑の都市賞を受賞

し評価されたことを嬉しく思います。交流会での出会

いを忘れずに、これからも豊間と繋がりを持ち、震災

の記憶を心に留め継承することをここに誓います。

       　　　

  居住環境デザイン専攻 4年生

 薬袋研究室　渡辺 弥子

豊間防災緑地風景　撮影：佐藤俊一


